
  

令和 ７ 年                                   第１号           

    

１月 ９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年中は、交通死亡事故防止活動にご理解、ご協力をいただき、ありがとうございました。 

本年も「事故にあわない、事故を起こさない」を合言葉に、ふれあい通信を読んでいただく

方々のお役に立てるような情報提供を心がけていきたいと思います。 

ご活用のほど、よろしくお願いいたします。 

                                            ふれあいチーム一同 

そうです♪おじいちゃんには事故に遭ってほしくないので、 

交通安全のポイントを伝えますね。まずは… 

今日はセールの限定品を買いたいなぁ。ちょっと遠いけど 

隣町のお店に車で繰り出すとするか～。 

おじいちゃんちょっと待ってください！ 

運転する前に知って欲しいことがあります！ 

 

● 雪が降る前に冬用タイヤに交換しましょう。 

● タイヤチェーンなどの滑り止め装置を車に積載し、急な積雪などに備えましょう。 

● 積雪や凍結時には、冬用タイヤやタイヤチェーンなどの滑り止め装置を装着しま 

しょう。 

どれどれ、インターネットで 

調べてみるか。…… 

…なんと！ 

大雪などの影響で渋滞… 

トホホ 

● 「明日の朝は冷え込みが予想されます。」、「今週末は○○で雪

が降るでしょう」など、天気予報をチェックしましょう。 

● 気持ちのあせりやイライラ運転は交通事故のもとです。 

時間や心にゆとりのある運転をするために、出発前に道路の

混雑、交通規制の状況など道路交通情報を確認し、早めに出掛

けるよう心がけましょう。 

ところで、ここから隣町まで遠い

ですね。道路の状況は確認しまし

たか？ 

日本道路交通情報センター（全国共通） 050-3369-6666 

(携帯短縮ダイヤル) #8011 

（インターネット） http://www.jartic.or.jp 

君は…孫が作った 

雪だるまじゃないか！？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

お試し自主返納のご案内 第２弾 

対象者 

・運転免許を保有 

・県内在住の高齢者 

   （６５歳以上） 

１１月月よよりり 

追追加加特特典典！！ 

信楽焼のミニたぬき 信楽焼の豆かえる 

参加 

期間 

１か月程度で 

本人が希望する時期 

現在も参加者を募集中です。免許証を持ったまま体験してもらえます。参加

期間中、いざという時は運転していただいても大丈夫です。是非お気軽にご

参加ください。 

お申し込みは、 

ふれあいチームにお電話か 

お近くの警察署まで！ 

募集 

人数 

 

先着２００人 

 

交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

電話：０７７－５２２－１２３１（代表） 平日 ８：３０～１７：００ 

 

残念でしたね…しかしおじいちゃんは限定品を諦めないと思うので 

運転中に注意することもお伝えしますよ！ 

夜間や早朝は、濡れたアスファルト路面に見えても、実は路面に氷が張っている

状態の場合があり、不用意にブレーキを踏むとスリップする危険があります。エン

ジンブレーキを活用するなど慎重な運転を心がけましょう。 

特に橋の上や高架、トンネルの出入り口付近は凍結しやすいため注意しましょう。 

● 前方車両のスリップなど危険を回避できる十分な 

車間距離をとりましょう。 

● 「急加速」「急ブレーキ」「急ハンドル」は絶対にやめ 

ましょう。 

● ハンドルやブレーキの操作は特に慎重にしましょう。 

● 合図と同時に車の方向を変えることは大変危険です。どんな状況でも早めの 

合図で、周囲の車両に気配りをした運転を心がけましょう。 

● 雪道や凍結した道では、足元に気を取られて思いもよらない事故に巻き込

まれる恐れがあります。 

● 特に道路を横断するときは、足元の注意に加えて、車が来ていないか 

左右をよく見て安全確認し、横断歩道を渡りましょう。 


